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第2887回例会　2017年3月28日（火）  天候　晴 月間テーマ 母子の健康月間

「自己紹介並びにシンガポールの魅力について」  

「道南の高速道路について」

■ロータリーソング　手に手つないで
■司　会　　川　達也　副会長
■ゲスト　函館市土木部新外環状道路整備推進室
　　　　　　　　　　　　　 主査　石田　明義氏
■会長報告

■幹事報告　
１、米山梅吉記念館より館報、長崎東ＲＣより会
報が届きましたので回覧いたします。
２、10・11グループの幹事会に出席しました。
３、4月4日の理事会に案件のある委員会は、3月
31日までに事務局へFAXかメールにて提出くださ
いますようお願い致します。
４、他クラブ情報　 3月29日(水)函館北ＲＣ、3
月30日(木)函館ＲＣ、3月31日(金)函館五稜郭Ｒ
Ｃは共に自主休会、4月5日(水)函館北ＲＣは夜間
例会に変更です。

１、松井会員のお見舞いに、
会長幹事が行って参りました。
２、安田真也会員より3月31
日付で退会届が提出され、理
事会に於いて承認受理いたし
ました。

工藤会員、退会挨拶

http://www.hakodate-east.org/

第２８88回
4月4日（火）

本日のプログラム

次週のプログラム 4月11日（火）
新会員卓話 岩山　明弘会員

「ウイスキーの魅力について」  
BAR JEY’S 小笠原　茂喜氏

　国道278号は、函館駅前を起点として、海岸沿いに
活火山である恵山や駒ケ岳の裾野を経由し、森町で
国道5号と結ぶ幹線道路です。
　沿線は豊富な水産資源を有する基地となっており、
各漁港で水揚げされた水産物は生鮮として、 あるい

　函館新外環状道路は、広域的な他の幹線道路と連
携することにより、函館市内における交通混雑の解
消に貢献します。
　また、地域の基幹産業の一つである観光の振興は
もちろん、産業の集積地である臨空工業団地へのア
クセスの向上、医療・福祉といった地域住民の安全
安心な暮らしを守る上でも必要不可欠な路線です。
　さらに、本路線は、他の幹線道路のみならず、新
函館北斗駅、函館空港といった高速交通拠点とネッ
トワークを形成することにより、地域のポテンシャ
ルを格段に向上させ、産業・経済の振興、発展に極
めて重要な役割を果たすものです。

バイパス整備により、地域の安全・安心な暮らしを確
保し、観光周遊ルートの形成にも貢献します。

国道278号　尾札部道路

道南圏の飛躍に向けて、高速交通ネットワークの充実
を図っています。地域振興を牽引するとともに安全・
安心な交通環境を提供します。

地域高規格道路　函館新外環状道路

函館市土木部
新外環状道路整備推進室
主査　石田　明義氏

は加工品として、全道・全国各地へと出荷されてお
ります。
　尾札部道路は、通過交通がバイパスに転換される
ことにより、災害時の避難路として期待されていま
す。また、狭くて交通環境が悪い現道の安全性が向
上します。
　なお、バイパス沿道の国史跡「大船遺跡」・国史
跡「垣ノ島遺跡」や、国宝「中空土偶」を展示する
函館市縄文文化交流センターや、しかべ間歇泉公園
など、周遊観光ルートの形成にも大きな期待が寄せ
られています。
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■ニコニコボックス

市内他クラブ　プログラム

◆ テレフォンサービス　26-3170 ◆

4月 5日㈬
4月 6日㈭
4月 7日㈮
4月10日㈪

函 館 北 ＲＣ
函　館　Ｒ　Ｃ
函館五稜郭ＲＣ
函館亀田ＲＣ

夜 間 例 会

卓 　 　 話

卓 　 　 話

卓 　 　 話

五十嵐正会長、石畑弘樹幹事　函館市土木部新外
環状道路整備推進室　石田明弘様、本日の卓話よ
ろしくお願い致します。工藤会員、長い間ありが
とうございました。
工藤会員　3年間お世話になり、ありがとうござい
ました。
黒島会員、安保会員　工藤会員、また函館でお会い
しましょう。
■広告料
藤商事㈱　長谷川　浩之会員
㈱中央石油　安保　裕一郎会員

■出席報告
・3月28日(火)46名中出席30名(免除2名)
・3月14日(火)70.45％

山の手2－26－5　電話 54－6443
五十嵐　正　会員

函館熱水機器管理㈱
千代台町5－3　電話 52－8166
五十嵐　稔　会員

第一太陽商事㈱

　北海道縦貫自動車道は、国土開発幹線自動車道と
して、札幌を中心とする道央圏と道南圏との連携強
化を図るとともに、渡島・檜山北部地域と高次都市
機能を有する函館市を結ぶ不可欠な基盤施設であり、
道南圏で生産される農水産品の輸送機能向上はもと
より、函館市に集中する高次医療施設への搬送時間
の短縮や活火山「駒ケ岳」噴火時における国道5号の
代替路や避難路の確保など地域住民の安全安心な暮
らしを守る上で必要不可欠な路線です。

　函館・江差自動車道は、函館市から江差町まで約
70kmの自動車専用道路として計画・整備が進められ
ております。本路線は、檜山南部や渡島西部で生産
された農産物や各漁港で水揚げされた水産物の流通
の利便性を高めるとともに、函館市に集中する高次
医療施設への搬送時間の短縮や災害時における救援
物資の運搬など、地域住民にとって安全安心な暮ら
しを確保するための「命の道」として整備が急がれ
ます。
　また、本路線と他の自動車専用道路や新幹線、函
館空港・函館港とともに高速交通ネットワークを形
成することにより、南北海道全体との連携強化が図
られ、そのことが道南圏の地域力を高め、さらなる
発展が可能となります。

道南圏の飛躍に向けて、高速交通ネットワークの充実
を図っています。観光・産業のあらゆる面で道南圏の
活力向上が期待されます。

高規格幹線道路　北海道縦貫自動車道

道南圏の飛躍に向けて、高速交通ネットワークの充実
を図っています。地域振興を牽引するとともに安全・
安心な交通環境を提供します。

高規格幹線道路　函館・江差自動車道

　また、他の高規格幹線道路などや新函館北斗駅、
函館空港といった他の高速交通拠点とネットワーク
を形成することにより、道南圏はもとより道央圏な
どとの連携強化も図られ、交流人口の増加など、地
域の産業経済の振興発展に極めて重要な役割を果た
すものです。


